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2020 年 6 月 11 日 

エヌ・ティ・ティ・ワールドエンジニアリングマリン株式会社 
代表取締役社長  渡 邊  守  

 

基本理念 

 

 当社は、顧客情報をはじめとする重要な情報資産を適正に取り扱うため、情

報セキュリティの確保を経営課題と位置づけ、全組織、全業務及び全社員等を

対象とする情報セキュリティマネジメントシステムを構築し、情報セキュリテ

ィ対策の継続的な改善に努めます。 
 

 

行動指針  

 

１ 法規制及び顧客の重視を基本とする組織的マネジメントの実施 

法規制及び適用規格、顧客要求事項に対する適合、並びに変化する情報セキュリティ

リスクに柔軟に対応するため、経営陣主導の情報セキュリティ委員会を基軸とし、責任

と役割を明確にした組織的な情報セキュリティマネジメントを行います。 

 

２ リスクアセスメントに基づく効果的なリスク対応の実施 

機密性、完全性及び可用性の観点から、情報資産の重要性に見合った効果的な情報セ

キュリティ対策を企画・立案し、タイムリーに導入するため、定期及び随時のリスクア

セスメントを行い、網羅性かつ優先度を考慮したリスク対応を行います。 

 

３ 手順及び基準の文書化と定期的な見直しの実施 

情報セキュリティマネジメントを確実に運用するため、運用手順、基準を文書化し、

その有効性を維持・向上するため定期的な見直しを行います。 

 

４ 全社員等を対象とする情報セキュリティ教育・訓練の実施 

情報セキュリティ対策を確実に実行するため、全社員等を対象とする情報セキュリテ

ィ教育・訓練を実施し、情報セキュリティに関する認識の向上とルール順守に関する動

機付けを確実に行います。また、情報セキュリティに関する不正行為は内規に基づき厳

正に処分します。 

 

５ 定期的かつ客観的な情報セキュリティ内部監査の実施 

情報セキュリティマネジメントの有効性向上、情報セキュリティ対策の改善を図るた

め、定期的かつ客観的な情報セキュリティ内部監査を行い、必要に応じて是正処置を実

施します。 

 

 


